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1．研究の背景

　本研究では，新規交差共役系ドナー分子として 1,3- ジチオール環を有する拡

張型デンドラレン誘導体の合成を行い，非平面分子構造に基づく高次元分子配

列を利用することで，高周期カルコゲン元素（セレンやテルル）に頼らない硫

黄原子の特性を最大限に活かした高機能有機電子材料の開拓を目指す．

　半導体，金属さらに超伝導などの電気伝導特性を示す有機化合物の多くは平

面的な分子構造を有する共役π電子系の化合物である [1]．具体的な例を挙げ

ると，近年活発に研究されている有機電界効果トランジスタ（Organic Field-Eff 

ect Transistor: OFET）で活性層材料として広く使われているペンタセン [2]，最

初の純有機分子性金属の電子受容性分子（以下，アクセプター分子）であるテ

トラシアノキノジメタン（TCNQ）及び電子供与性分子（以下，ドナー分子）で

あるテトラチアフルバレン（TTF）[3]，さらに数多くの超伝導体を与えることが

報告されているビスエチレンジチオテトラチアフルバレン（BEDT-TTF）[4] など，

いずれも高い平面性の分子構造を有する．この様な平面分子においてより高い

電気伝導特性を得るための分子設計指針として炭素 ( 実際には C=C 結合 ) を硫

黄に置き換える方法や硫黄原子をさらに高周期のセレンやテルルに置換する方

法がある．この様な分子設計指針により合成された分子としてヘテロアセン系

の分子やテトラセレナフルバレン（TSF）誘導体があり，これらの分子系でも高

い電気伝導特性が得られている [1,2]．しかしながら，高周期元素を利用する場合，

反応性の違いのため合成の難易度が高くなり，反応に使う試薬や副生成する物

質が有害であることが多く，この問題を解決する必要があった．

 　一方，最近の OFET の研究では非平面構造を有するルブレンの単結晶を用い

たデバイスにおいて 30‒40 cm2/V s の高い移動度（実用化するには 1 cm2/V s 以

上の移動度が必要）が達成され [5]，また，最近発見された C60 系超伝導体にお

いては C60 の球状構造に由来した三次元分子配列が超伝導性に寄与していると

考えられている [6]．このような結果から，非平面分子構造を有する共役π電子

系分子を用いて多次元的な分子配列が実現されれば，高周期元素を使うことな

く，新しい電子相に由来した興味ある電気伝導特性を示す物質を開拓すること

が可能になると考え，本研究課題の研究対象である「1,3- ジチオール [n] デンド

ラレン分子系」に着目するに至った．

2．研究課題

　本研究グループで開発された交差共役系の一つである 1,3- ジチオール [n] デン

ドラレン（A）は，末端の 1,3- ジチオール -2- イリデン部の一つが他の 1,3- ジチ

オール -2- イリデン部から成る TTF ビニローグ部位とほぼ直交した非平面構造を

有することが明らかになっている [7]．このような魅力的な分子系であるものの，

これらを成分とする有機電子材料開発は充分行われていないため，本研究課題
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では 1,3- ジチオール [n] デンドラレン（A）を基幹分子とした交差共役系ドナー

分子をベースにボトムアップ式に新物質開発を行う．

３．これまでの研究成果

　本研究グループでは 1,3- ジチオール [n] デンドラレン分子系の研究を行って

きたが，これまでの研究の中心は溶液中での酸化還元挙動を解明することによ

り，分子内のπ共役に関する知見を得ることを目的としてきた．その結果，非

平面構造に基づく興味深い知見が得られている．
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